
化 学 （１／５）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　薬学部　一般公募制推薦選抜入学試験問題

（80分）

点

薬学部

　次の文を読み，以下の問いに答えよ。 
 

　直径1 nm～0.1 µm程度の大きさの粒子が，均一に分散している状態をコロイドという。コロイドは，化粧品や　　
医薬品の安定性や有効性に重要な役割を果たしている。分散している粒子をコロイド粒子といい，コロイド粒子を含む
溶液をコロイド溶液という。 
　
①
 コロイド溶液に横から強い光を当てると，光の進路が明るく輝いて見える。このような現象をチンダル現象という。

②
 コロイドの水溶液を限外顕微鏡で観察すると，暗視野の中で，光った点が不規則に動いている様子が見られる。　　
このような運動をブラウン運動という。 
　コロイド溶液は，温度によって流動性が変化する。流動性のあるコロイド溶液を（　ア　）といい，流動性を失った　
ものを（　イ　）という。点眼剤に添加されているメチルセルロースのコロイド溶液は，温度による流動性の変化を　　
利用して点眼剤の効果を高めている。 
　
③
 水との親和力が小さい疎水コロイドが少量の電解質によって，沈殿する現象を（　ウ　）という。からだに必要な　

栄養素を補給する高カロリー輸液には鉄化合物を含むものがある。鉄化合物は，水中で疎水コロイドとなり沈殿しやすい。
鉄化合物を含む高カロリー輸液には，沈殿を防止するためにコンドロイチン硫酸ナトリウムが添加されている。　　　
このように，疎水コロイドの沈殿を抑えるはたらきをする親水コロイドを（　エ　）コロイドという。 
　コロイド粒子は，その大きさからセロハン膜などの半透膜を通過できない。そのため，コロイド溶液を半透膜に入れて
水中に浸しておくと，小さな分子やイオンを取り除きコロイド粒子を分離・精製できる。このような操作を（　オ　）と
いう。腎臓のはたらきが著しく低下した場合におこなわれる人工（　オ　）では，半透膜を挟んで血液中の老廃物を除去
できる。ただし，純水を用いるとイオンも除去されてしまうため，半透膜の外の溶液は，血液中に必要なイオンを　　
含み，さらに浸透圧を血液と等しくする必要がある。 
 

⑴　文中の（　ア　）～（　オ　）にあてはまる適切な語句を記せ。 

 

 

 

⑵　下線 ① および下線 ② が起こる理由を簡潔に記せ。 

 

 

 
 

⑶　下線 ③ について，正電荷を帯びた疎水コロイドに対して，最も少量で沈殿を生じさせることができる電解質の　

水溶液は ⒜ ～ ⒟ のどれか。1つ選び，その記号を記せ。電解質の水溶液のモル濃度はすべて同じとする。 
 

　　　⒜　NaNO3　　　⒝　CaCl2　　　⒞　Al（NO3）3　　⒟　K2SO4 
 

⑷　塩化ナトリウムNaCl水溶液の浸透圧が37℃で5.7×105 Paであったとき，NaClのモル濃度は何mol/Lか。NaClは
完全解離しており，気体定数はR＝8.3×103 Pa·L/(mol·K)とする。解答欄には計算過程を含めて記し，答えは　　　

有効数字2桁で示せ。

【１】

ア イ ウ エ オ

計算過程

mol/L

総点

下線 ①

下線 ②
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受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　薬学部　一般公募制推薦選抜入学試験問題

（80分）

点

薬学部

　次の文を読み，以下の問いに答えよ。 
 

　電池は，酸化還元反応で放出される化学エネルギーを電気エネルギーに変換し

て取り出す装置である。イオン化傾向の異なる２種類の金属板を電解質の水溶液

に浸すと，両金属板の間に電圧が生じ，電池となる。このとき，イオン化傾向の

大きい金属が（　ア　）極，イオン化傾向の小さい金属が（　イ　）極となり，負極

では（　ウ　）反応が，正極では（　エ　）反応が起こる。 

　図は，亜鉛板を浸した硫酸亜鉛ZnSO4水溶液と，銅板を浸した硫酸銅CuSO4

水溶液を素焼き板で仕切り，亜鉛板と銅板を導線でつないだ電池を示している。 
 

⑴　文中の（　ア　）～（　エ　）にあてはまる適切な語句を選択し，○で囲め。 

 

 

 

⑵　図の電池を放電したとき，負極と正極で起こる変化を，電子e‒を含むイオン反応式で示せ。 

 

 

 

 

 

⑶　図の電池について，亜鉛板（負極）の質量が0.327g減少したとき，銅板（正極）の質量は何g増加するか。解答欄には

計算過程を含めて記し，答えは有効数字3桁で示せ。原子量はZn＝65.4，Cu＝63.6とする。 

 

 

 

 

 

⑷　図の電池について，電解質の水溶液の濃度を次のように変化させたとき，最も長い時間電流が流れる条件は ⒜ ～ ⒟ 
のどれか。1つ選び，その記号を記せ。また，それを選択した理由を記せ。電解質の水溶液の濃度以外の条件はすべて

同じとする。 

【２】

ア 正　・　負 正　・　負 酸化　・　還元 酸化　・　還元イ ウ エ

CuSO4 水溶液ZnSO4 水溶液 

電球

素焼き板

（負極）
亜鉛板

（正極）
銅板

⒜ ⒝ ⒞ ⒟
ZnSO4水溶液〔mol/L〕 4.00 1.00 2.00 1.00

CuSO4水溶液〔mol/L〕 1.00 4.00 1.00 2.00

負極 →

→正極

計算過程

g

理由

最も長い時間電流が流れる条件
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（80分）

点

薬学部

　次の文を読み，以下の問いに答えよ。 
 

　周期表において，フッ素，塩素，臭素，および第５周期元素（　ア　）は，（　イ　）族に属し，ハロゲンとよばれる。

ハロゲンの原子は価電子を（　ウ　）個もつため，（　エ　）価の（　オ　）イオンになりやすい。
①
 ハロゲンの単体は，　

酸化力のある二原子分子である。 

　ハロゲン化水素は，常温・常圧ではいずれも無色で，強い刺激臭をもつ気体である。
②
 フッ化水素は，主成分が　

フッ化カルシウムCaF2である蛍石に濃硫酸を加え，加熱することで発生させることができる。フッ化水素の水溶液は，

フッ化水素酸とよばれる（　カ　）酸である。
③
 フッ化水素酸はガラスの主成分である二酸化ケイ素SiO2を溶かす性質が

あるため，ポリエチレン容器で保存する。
④
 塩化水素は，実験室では塩化ナトリウムNaClに濃硫酸を加えて穏やかに

加熱することで発生させ，（　キ　）置換で捕集する。 
 

⑴　文中の（　ア　）～（　エ　）にあてはまる最も適切な元素名あるいは数字を記せ。 

 

 

 

⑵　文中の（　オ　）～（　キ　）にあてはまる適切な語句を選択し，○で囲め。 

 

 

⑶　下線 ① について，フッ素，臭素の単体を，酸化力の強い順に化学式で示せ。 

 

 

⑷　下線 ② ～下線 ④ の反応を化学反応式で示せ。 

 

 

 

 

 

 

 

⑸　塩化水素の水溶液が塩酸であり，市販の濃塩酸の濃度はおよそ12.0 mol/Lである。実験室において，117 gの

NaClに十分な量の濃硫酸を加えて完全に反応させ，塩化水素を発生させた。この塩化水素から12.0 mol/Lの濃塩酸
を調製するのに必要な水の量は何mLか。解答欄には計算過程を含めて記し，答えは有効数字3桁で示せ。原子量は

Na＝23.0，Cl＝35.5とする。発生した塩化水素はすべて水に溶け，塩化水素の溶解による水溶液の体積変化は無視

できるものとする。

【３】

ア イ ウ エ

オ カ キ陽　　・　　陰 強　　・　　弱 上方　・　下方　・　水上

＞

下線 ② →

→

→

下線 ③

下線 ④

計算過程

mL



化 学 （４／５）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　薬学部　一般公募制推薦選抜入学試験問題

（80分）

点

薬学部

　次の文を読み，以下の問いに答えよ。 
 

　エステル結合を含む分子式C4H8O2の化合物Ａおよび化合物Ｂを使って，［実験１］～［実験５］をおこなった。 
 

［実験１］　化合物Ａを加水分解すると，化合物Ｃおよび化合物Ｄが得られた。化合物Ｃは刺激臭のあるカルボン酸で，

アンモニア性硝酸銀水溶液を還元した。 

［実験２］　化合物Ｄを硫酸酸性の二クロム酸カリウム水溶液で酸化すると化合物Ｅが得られた。化合物Ｅは揮発性の　

液体で，水酸化ナトリウム水溶液とヨウ素を加えて温めると 
①
 黄色沈殿が生じた。 

［実験３］　化合物Ｂを加水分解すると，化合物Ｆおよび化合物Ｇが得られた。 

［実験４］　化合物Ｆに濃硫酸を加えて約160℃に加熱するとエチレンが得られた。また，化合物Ｆを硫酸酸性の　　　

二クロム酸カリウム水溶液で酸化すると，刺激臭のある化合物Ｈが発生し，さらに酸化を続けると化合物Ｇ

が得られた。 

［実験５］　化合物Ｇのカルシウム塩を熱分解すると，化合物Ｅと炭酸カルシウムが得られた。 
 

⑴　化合物Ｃおよび化合物Ｄの名称を記せ。 

 

 

 

⑵　下線 ① の化合物の名称を記せ。 

 

 

⑶　化合物Ｅ，化合物Ｆおよび化合物Ｈの構造式を記せ。 

 

 

 

 

 

 
 

⑷　化合物Ｇを炭酸水素ナトリウムと反応させると二酸化炭素が発生し，化合物Ｇのナトリウム塩が生じた。この反応

を化学反応式で示せ。 

 

  

 

⑸　化合物Ａおよび化合物Ｂの構造式を記せ。

【４】

化合物Ｃ 化合物Ｄ

→

化合物Ｅ 化合物Ｆ 化合物Ｈ

化合物Ａ 化合物Ｂ
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受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　薬学部　一般公募制推薦選抜入学試験問題

（80分）

点

薬学部

　次の文を読み，以下の問いに答えよ。 
 

　過酸化水素H2O2の2.5～3.5%の水溶液は，オキシドールとよばれ，消毒殺菌剤として使用される。他方，生体内で

発生する過酸化水素は，からだを異物から守るためにはたらくが，からだの細胞を傷つける場合もあるため，酵素に

よって速やかに消去される。 

　過酸化水素の消去に関して，以下の［実験１］～［実験４］をおこなった。試験管Ⅰおよび試験管Ⅱには，反応に十分な
量の，pH7に調整した過酸化水素水が入っており，実験中にpHの変化や蒸発はなかった。 
 

［実験１］　40℃に温めた状態の試験管Ⅰに，酸化マンガン（Ⅳ） （二酸化マンガン）MnO2を入れると，気体Ａが発生した。 

［実験２］　40℃に温めた状態の試験管Ⅱに，少量のブタ肝臓片を入れると，気体Ａが発生した。 
［実験３］　［実験１］および［実験２］で発生した気体Ａをそれぞれ捕集し，線香の火を近づけると，いずれの場合も線香

が炎をあげて燃えた。 

［実験４］　［実験１］および［実験２］で使用した試験管Ⅰおよび試験管Ⅱを，40℃から90℃になるまで熱したところ，　

①
 片方の試験管では気体Ａが発生しなくなった。 

 

⑴　［実験１］および［実験２］で起こった気体Ａが発生する反応を化学反応式で示せ。 

 

 

 

⑵　［実験１］の反応におけるMnO2のはたらきは何か。3つの選択肢から1つ選び，○で囲め。 

 

 

 

⑶　［実験２］において，問い ⑴ の反応を促進するためにはたらいたと考えられる，ブタ肝臓片に由来するタンパク質

は ⒜ ～ ⒟ のどれか。1つ選び，その記号を記せ。 
 

　　　⒜　アミラーゼ　　　⒝　カタラーゼ　　　⒞　トリプシン　　　⒟　リパーゼ 

 

⑷　下線 ① において，気体Ａが発生しなくなったのは，どちらの試験管か。1つ選び，○で囲め。 

 

 

 

⑸　問い ⑷ の解答で選んだ試験管から気体Ａが発生しなくなった理由を簡潔に説明せよ。

【５】

→

酸化剤　・　還元剤　・　触媒

試験管Ⅰ　　・　　試験管Ⅱ

理由



化学（一般公募制推薦）
薬学部

化学（一般公募制推薦）
薬学部

【1】 ⑴
ア イ ウ エ オ

ゾル ゲル 凝析 保護 透析

⑵
下線① コロイド粒子が光をよく散乱するため。

下線② 溶媒の水分子が熱運動によりコロイド粒子に不規則に衝突するため。

⑶ ｄ

⑷

計算過程
溶質粒子のモル濃度を cとすると，温度 Tの浸透圧 Πは Π = cRTで表される。

よって，c＝ Π
RT
 ＝ 5.7 × 105

8.3 × 103 × 310  ＝ 0.00221 × 10
2 ＝ 0.22 mol/L である。

NaClは完全解離しているため，NaCl濃度は半分の 0.11 mol/L となる。 0.11 mol/L

【2】 ⑴ ア 正　 ・ 　負 イ 正　 ・ 　負 ウ 酸化　 ・ 　還元 エ 酸化　 ・ 　還元

⑵
負極 Zn Zn2+ 　+ 　2e–

正極 Cu2+ 　+ 　2e– Cu

⑶
計算過程

Cuの析出量は 0.32765.4  × 63.6 ＝ 0.318 g となる。

⑷

理由
電池全体のイオン反応式は，Zn + Cu2+ → Zn2+ + Cu となり，放電すると Zn2+の濃度が高くなり，
Cu2+ の濃度が低くなる。よって，Zn2+の濃度を低く，Cu2+の濃度を高くした電解液の組み合わせのものが
最も長い時間電流が流れる。

0.318 g

最も長い時間電流が流れる条件 ｂ

【3】 ⑴ ア ヨウ素 イ 17 ウ 7 エ 1

⑵ オ 陽　 ・ 　陰 カ 強　 ・ 　弱 キ 上方   ・   下方   ・   水上

⑶ F2　 ＞ 　Br2

⑷

下線② CaF2　+　H2SO4 CaSO4　+　2HF

下線③ SiO2　+　6HF H2SiF6　+　2H2O

下線④ NaCl　+　H2SO4 NaHSO4　+　HCl

⑸

計算過程

NaCl の式量は 23.0 + 35.5 ＝ 58.5 であり，117 g の NaCl は 11758.5  ＝ 2.00 mol である。

下線④の反応式から，発生する HClは NaClと等モルであるため，12.0 mol/L の濃塩酸は 2.0012  ＝ 0.1666 L 調製できる。

塩化水素の溶解による水溶液の体積変化は無視できるので，必要な水の量は 167 mL となる。

167 mL

化学（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【1】 ⑴
(a) (b) (c) (d) (e) (f)

ウ カ シ キ ケ サ

⑵
Ａ Ｂ Ｃ

H2O CO2 第　 ２ 　周期

⑶

Ｄ

ホウ素
電子配置の模式図

【2】
⑴

同族元素のイオンの記号 (b)，(e)

イオン半径の大きい方の記号 (b)

⑵ 同族元素のイオンのイオン半径を比べると，原子番号が大きくなるほど，電子がより外側の電子殻に配置されるため，
イオン半径は大きくなる。

⑶

酸化ナトリウム 酸化アルミニウム リン酸カルシウム 塩化ナトリウム

Na2O Al2O3 Ca3(PO4)2 NaCl
水酸化マグネシウム 硫酸アンモニウム 炭酸水素ナトリウム 硫酸アルミニウム

Mg(OH)2 (NH4)2SO4 NaHCO3 Al2(SO4)3

⑷ ① A ② B ③ A

【3】 ⑴
ア イ ウ エ

同位体 式量 アボガドロ モル質量

⑵

名称 分子式 分子量

エタノール C2H6O 46.0

（補足） プロパン：分子式C3H8，分子量 12.0 × 3 + 1.0 × 8 = 36.0 + 8.0 = 44.0
エタノール：分子式C2H6O，分子量 12.0 × 2 + 1.0 × 6 + 16.0 × 1 = 24.0 + 6.0 + 16.0 = 46.0
二酸化炭素：分子式CO2，分子量 12.0 × 1 + 16.0 × 2 = 12.0 + 32.0 = 44.0

⑶

物質量 分子の数 体積

5.00 × 10-2 mol 3.01 × 1022 個 1.12 L

（補足） アンモニアNH3 のモル質量 14.0 × 1 + 1.0 × 3 = 14.0 + 3.0 = 17.0 g/mol
物質量 0.850/17.0 = 0.0500 = 5.00 × 10-2 mol
分子の数 6.02214076 × 1023 × 0.0500 = 3.01 × 1022 個
体積 22.4 × 0.0500 = 1.12 L

【4】
⑴

CuO + H2→ Cu + H2O

ア イ

黒 赤

⑵ Fe2O3 + 3CO → 2Fe + 3CO2

⑶ MnO4
‒ + 8H+ + 5e‒ → Mn2+ + 4H2O

⑷ H2O2→ O2 + 2H+ + 2e‒

⑸ 2KMnO4 + 5H2O2 + 3H2SO4→ 2MnSO4 + 5O2 + K2SO4 + 8H2O 

-124-

化学（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

化学（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

【1】 ⑴
(a) (b) (c) (d) (e) (f)

ウ カ シ キ ケ サ

⑵
Ａ Ｂ Ｃ

H2O CO2 第　 ２ 　周期

⑶

Ｄ

ホウ素
電子配置の模式図

【2】
⑴

同族元素のイオンの記号 (b)，(e)

イオン半径の大きい方の記号 (b)

⑵ 同族元素のイオンのイオン半径を比べると，原子番号が大きくなるほど，電子がより外側の電子殻に配置されるため，
イオン半径は大きくなる。

⑶

酸化ナトリウム 酸化アルミニウム リン酸カルシウム 塩化ナトリウム

Na2O Al2O3 Ca3(PO4)2 NaCl
水酸化マグネシウム 硫酸アンモニウム 炭酸水素ナトリウム 硫酸アルミニウム

Mg(OH)2 (NH4)2SO4 NaHCO3 Al2(SO4)3

⑷ ① A ② B ③ A

【3】 ⑴
ア イ ウ エ

同位体 式量 アボガドロ モル質量

⑵

名称 分子式 分子量

エタノール C2H6O 46.0

（補足） プロパン：分子式C3H8，分子量 12.0 × 3 + 1.0 × 8 = 36.0 + 8.0 = 44.0
エタノール：分子式C2H6O，分子量 12.0 × 2 + 1.0 × 6 + 16.0 × 1 = 24.0 + 6.0 + 16.0 = 46.0
二酸化炭素：分子式CO2，分子量 12.0 × 1 + 16.0 × 2 = 12.0 + 32.0 = 44.0

⑶

物質量 分子の数 体積

5.00 × 10-2 mol 3.01 × 1022 個 1.12 L

（補足） アンモニアNH3 のモル質量 14.0 × 1 + 1.0 × 3 = 14.0 + 3.0 = 17.0 g/mol
物質量 0.850/17.0 = 0.0500 = 5.00 × 10-2 mol
分子の数 6.02214076 × 1023 × 0.0500 = 3.01 × 1022 個
体積 22.4 × 0.0500 = 1.12 L

【4】
⑴

CuO + H2→ Cu + H2O

ア イ

黒 赤

⑵ Fe2O3 + 3CO → 2Fe + 3CO2

⑶ MnO4
‒ + 8H+ + 5e‒ → Mn2+ + 4H2O

⑷ H2O2→ O2 + 2H+ + 2e‒

⑸ 2KMnO4 + 5H2O2 + 3H2SO4→ 2MnSO4 + 5O2 + K2SO4 + 8H2O 
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【1】
［問１］

ア アデニン イ シトシン ウ 二重らせん

エ ヌクレオチド オ アミノ酸 カ
ｍＲＮＡ

（伝令ＲＮＡ）

［問２］
２本鎖を形成するＤＮＡはすべての塩基が塩基対を形成しているのに対し，１本鎖として存在するＲＮＡは塩基対を形成

しないため。

［問３］ 相補性

［問４］ ゲノム

［問５］
糖 ＤＮＡはデオキシリボースであるが，ＲＮＡはリボースである。

塩基 ＤＮＡ中にはチミンが含まれるが，ＲＮＡはチミンの代わりにウラシルが含まれる。

［問６］ a, d

【2】
［問１］

ア 間脳 イ 神経分泌 ウ Ａ

エ グルカゴン オ グリコーゲン カ グルコース

キ アドレナリン ク 副腎皮質刺激ホルモン ケ 糖質コルチコイド

コ タンパク質

［問２］ Ａ 甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン Ｂ 甲状腺刺激ホルモン Ｃ チロキシン

［問３］ Ｃの分泌が抑制される。

［問４］ バソプレシンが放出されると，標的細胞である腎臓の集合管が受け取り，水分の再吸収を促し，水分量を増加させる。

【3】
［問１］

ア 水平分布 イ 垂直分布 ウ 照葉樹林 エ 夏緑樹林

オ 丘陵又は低地 カ 山地 キ 亜高山

［問２］ a d

［問３］ 森林限界

［問４］
冬 季 に 落 葉 す る 落 葉 広 葉 樹 が 優 占 し て い る 。

［問５］
ス テ ッ プ は ， 温 帯 地 域 で は あ る が 年 降 水 量 が

少 な い た め ， 樹 木 は 育 た な い 。
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化学（一般公募制推薦）
薬学部

【4】 ⑴ 化合物Ｃ ギ酸 化合物Ｄ 2- プロパノール

⑵ ヨードホルム

⑶

化合物Ｅ 化合物Ｆ 化合物Ｈ

CH3 C

O

CH3
CH3 CH2 OH

CH3 C

O

H

⑷ CH3COOH + NaHCO3 CH3COONa + CO2 + H2O

⑸

化合物Ａ 化合物Ｂ

C

O

O CHH

CH3

CH3 CH3 C

O

O CH2CH3

【5】 ⑴ 2H2O2 2H2O + O2

⑵ 酸化剤　　・　　還元剤　　・　　触媒

⑶ ｂ

⑷ 試験管 I　　・　　試験管 II

⑸
理由
ブタの肝臓片に含まれる酵素（カタラーゼ）が（熱）変性して，失活したため。
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【4】 ⑴ 化合物Ｃ ギ酸 化合物Ｄ 2- プロパノール

⑵ ヨードホルム

⑶

化合物Ｅ 化合物Ｆ 化合物Ｈ

CH3 C

O

CH3
CH3 CH2 OH

CH3 C

O

H

⑷ CH3COOH + NaHCO3 CH3COONa + CO2 + H2O

⑸

化合物Ａ 化合物Ｂ

C

O

O CHH

CH3

CH3 CH3 C

O

O CH2CH3

【5】 ⑴ 2H2O2 2H2O　+　O2

⑵ 酸化剤　　・　　還元剤　　・　　触媒

⑶ ｂ

⑷ 試験管 I　　・　　試験管 II

⑸
理由
ブタの肝臓片に含まれる酵素（カタラーゼ）が（熱）変性して，失活したため。




